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秋深まる 10 月、京田辺では市無形民
俗文化財に指定された 3 つの伝統行事が
行われました。
13 日、五穀豊穣に感謝して「瑞饋神輿」
が棚倉孫神社（田辺）を出発し、市内を
巡行しました。
同日、佐牙神社山本御旅所（山本）で

「山本の百味と湯立」が奉納されました。
100 種類以上の海の幸・山の幸をお供え

するとともに、笹を持った巫女が釜の湯
を参拝者に勢いよく振りまき、無病息災
を祈願しました。　
翌 14 日、月読神社（大住）で「大住
隼人舞」が奉納されました。南九州の大
隅地方から伝わったとされる、盾伏（た
てふせ）などの 6つの舞を地元の中学生
が力強く披露。観客から大きな拍手が起
こりました。
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広告

家族の日
家族の週間

1117㊐
1110㊐～23㊗

内閣府は、11月第 3
日曜日を「家族の日」、
前後 1週間を「家族の
週間」と定めています。

※特に記載のないものは、無料・申込不要（当日受付）です。

産前産後
セルフケアつぼ講座

 11月16日㈯
 午後2時～3時
 コミュニティスペースゆるり庵
 産前準備や産後の骨盤調整

に良いつぼ療法を学ぶ
 先着7人

 電話か電子メールで申し
込んでください

 健康つぼ愛好会（☎
080-1198-4808、メールアドレ
スtuboaikokai@gmail.com）

子育て講演会
 11月12日㈫
 午前10時～正午
 社会福祉センター
 市内に在住・通勤する子育て中

の人
テーマ  親も子どもも笑顔になる子育て
コーチング
講師  プロフェッショナルコーチ・カ
ウンセラーの中村喜代美さん

 先着15組
 電話で申し込んでください。

託児があります
 社会福祉協議会（☎62-

2222）

親子のひろば（全4回）
 ▼令和2年1月15日㈬…絵の具遊び

▼2月5日㈬…体遊び▼2月19日㈬…工作遊
び▼3月4日㈬…ごっこ遊び

 午前10時～11時
 南山こどもセンター
 平成30年6月30日までに生まれた未就

園児
 15組

多数の場合は抽選します。
 往復はがきの往信用に、「親子のひ

ろば」・親子の氏名・子どもの生年月日・電
話番号・小学校区を書いて郵送してください

 11月30日㈯（必着）
 南山こどもセンター（〒610-

0313京田辺市三山木谷垣内3-1、☎62-
4458）

人形劇を家族で見よう
 11月16日㈯
 午前10時～11時
 大住児童館
 17歳以下の子どもと家族

上演  3びきのこぶたなど
出演  人形劇ユニットぷくぷく

 100人程度
 大住児童館（☎68-2225）　

赤ちゃんのひろば(全2回）
 ▼令和2年1月22日㈬…体遊び▼2月12

日㈬…おもちゃ作り
 午前10時～11時
 南山こどもセンター
 平成31年2月1日～令和元年9月30日生

まれの乳児
 15組

多数の場合は抽選します。
 往復はがきの往信用に、「赤ちゃん

のひろば」・親子の氏名・子どもの生年月
日・電話番号・小学校区を書いて郵送してく
ださい

 11月30日㈯（必着）
 南山こどもセンター（〒610-

0313京田辺市三山木谷垣内3-1、☎62-
4458）

市
は
、
小
・
中
学
生
が
日
ご
ろ

感
じ
て
い
る
こ
と
や
将
来
の
夢
な

ど
を
発
表
す
る
子
ど
も
の
主
張
大

会
を
開
き
ま
す
。

今
年
は
約
１
千
７
０
０
人
の
小
・

中
学
生
が
作
文
に
取
り
組
み
、
各

校
の
代
表
１２
人
（
＝
下
表
）
が
発

表
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
熱
い

思
い
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
を
希
望

す
る
人
は
、
１１
月
１８
日
㈪
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
＝
１２
月
１
日
㈰

時
間
＝
午
後
１
時
～
３
時

場
所
＝
中
央
公
民
館

申
込
・
問
合
せ
先
＝
子
育
て
支

援
課
（
☎
６４
・
１
３
７
６
）

12 月 4 ～ 10 日は人権週間で
す。市と教育委員会は、身近な
人権に気付き、考える機会とし
て、ハートフルフェスタを開き
ます。
日にち＝ 11 月 30 日㈯
時間＝午後 1 時 30 分から（開

場は午後 1 時から）
場所＝中央公民館

駐車場に限りがありますの
で、公共交通機関で来場してく
ださい。
申込・問合せ先＝▼人権啓

発推進課（☎ 64-1336、℻ 64-
1305）▼社会教育 ･ スポーツ
推 進 課（ ☎ 64-1394、 ℻ 64-
1390）

【オープニング】
大住中学校合唱部による合唱
【講演】
講師＝声優・歌手・劇作家・作詞

家の佐久間レイさん（＝写真㊨）
演奏＝ピアニスト・作曲家の佐田

詠夢さん（＝写真㊧）

テーマ＝心のストレッチ。柔らか

な心で明日を生きてみませんか
要約筆記があります。
入場料＝無料
申し込み＝不要。手話通訳・一時

保育（未就学児）を希望する人は、
11 月 11 日㈪までに電話・℻で、氏
名、住所、電話番号、子どもの名前・
年齢・性別（保育希望の人）を連絡
してください
◎子どもの作品を展示
市内の子どもたちが、人権をテー

マに描いた絵・ポスターなどを展示
します。
期間＝ 12 月 3 日㈫～ 8 日㈰
場所＝中央図書館ギャラリー

あなたの連絡が、子どもを虐待から守る
大きな一歩となります。
「虐待を受けている子どもかな？」
「子育てに悩んでいるのかな？」と
感じたときは、すぐに連絡してください。

あれっ？と感じたら連絡を

☎64-1309
京田辺市家庭児童相談室平日

9時～16時
対応

oyakosos@city.kyotanabe.lg.jp

24時間
対応 ☎189（いちはやく）

児童相談所全国共通ダイヤル

連絡は匿名でも構いません。連絡者や内容に関する秘密は守られます。

11 月は児童虐待防止推
進月間です。

市・要保護児童対策地域
協議会・社会福祉協議会は、
地域ぐるみでの子育てを応
援し、虐待の未然防止に取
り組んでいますが、虐待に
関する相談件数は年々増加
しています。

本市では昨年度、児童虐
待に関する相談が 285 件、
親の病気や家庭環境などの
相談が 25 件、不登校や育
児・しつけなどの相談が
16 件ありました。

未来へと
　命をつなぐ
　　１８９いちはやく

未来へと
　命をつなぐ
　　１８９

未来へと
　命をつなぐ
　　１８９

未来へと
　命をつなぐ
　　１８９

11 月は児童虐待防止推進月間

氏名（敬称略） 学校名
大住小
田辺小
草内小

三山木小
普賢寺小

テーマ（予定）学年

６
年
生

田辺東小

薪小
桃園小
田辺中
大住中
培良中

松井ケ丘小

２
年
生

秋山 隆太郎
大木 優奈
幸田 実々
窪田 志織
宮嵜 俊作
細川 人和

三木 あさひ
荒川 琴美
野澤 柚葵

奈良 咲優希
増田 晴矢

和田 桃佳

広島に行って学んだこと
地産地消を心がけよう
バリアフリーにするために
変えよう 日本の「食」への意識
消費税について
社会を笑顔に

私のできる小さなことが平和につながる
広がれ「ありがとうの輪」
勉強することで得られる力
美術の重要性について
日本人の心

「社会を明るくする」ために

総合司会は大住中学校2年生の上河 竜也・仲 香遙、
進行は普賢寺小学校6年生の那須 蒼星・徳廣 和子が行います。

子育てパパ&ママのための
ミニマネー講座

 12月3日㈫
 午前10時～11時15分
 社会福祉センター
 市内に在住する3歳までの子

どもの保護者
 子育てに掛かるお金の話を

聞き、ワークショップで簡単なラ
イフプランを立てよう

 先着15人
 11月21日㈭～29日㈮に

電話で申し込んでください。託児
があります

 地 域 子 育 て 支 援 セ
ン タ ー 三 山 木 保 育 所 （ ☎ 6 8 -
5570）

市ときょうたなべ
環境市民パートナー

シップは、第 8 回環境フェスタ in 
KYOTANABE を開きます。
日にち＝ 11 月 17 日㈰
時間＝午前 10 時～午後 3 時
場所＝中央公民館
会場には駐車場がありませんの

で、公共交通機関でお越しください。
内容＝リサイクル工作、環境クイ

ズ、エコバッグ作り、手回し発電・
紙すき・エコドライブシミュレーター
体験、水素自動車「MIRAI」（＝写
真）の展示・災害時の電源利用の実演、
旬の野菜市、平安騎馬隊の乗馬体験（3
歳～小学校 3 年生。午前 11 時から先
着 50 人。雨天中止）など
問合せ先＝環境課（☎ 64-1366）

同日
開催

１１
月
１２
～
２５
日
、
全
国
一

斉
に
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」が
行
わ
れ
ま
す
。

暴
力
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。特
に
、

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
性

犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
売

買
春
、
人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女

性
に
対
す
る
暴
力
は
女
性
の
人

権
を
著
し
く
侵
害
し
ま
す
。

市
は
期
間
中
、
街
頭
啓
発
・

講
演
会
・
パ
ネ
ル
展
な
ど
の
啓

発
活
動
を
行
い
ま
す
。

◎
街
頭
啓
発

日
に
ち
＝
１１
月
１３
日
㈬

時
間
＝
午
後
６
時
か
ら

場
所
＝
近
鉄
新
田
辺
駅
周
辺

◎
講
演
会

日
に
ち
＝
１１
月
２０
日
㈬

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
３０
分

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
＝
「
男
性
の
立
場
か

ら
取
り
組
む
Ｄ
Ｖ
の
な
い
社
会

づ
く
り
～
対
等
で
素
敵
な
夫

婦
・
恋
人
関
係
へ
～
」

講
師
＝
関
西
大
学
文
学
部
教

授
・（
一
社
）
ホ
ワ
イ
ト
リ
ボ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
共
同
代
表

の
多
賀
太
さ
ん
（
＝
写
真
）

申
し
込
み
＝
不
要
。
託
児
（
６

カ
月
～
就
学
前
）
を
希
望
す
る
人

は
１１
月
１５
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

◎
パ
ネ
ル
展

期
間
＝
１１
月
１２
日
㈫
～
２５
日

㈪（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

場
所
＝
市
役
所
２
階
市
民
ロ

ビ
ー
・
女
性
交
流
支
援
ル
ー
ム

内
容
＝
夫
婦
・
恋
人
間
の
暴

力
に
つ
い
て

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

女
性
交
流
支
援
ル
ー
ム
（
☎

６５
・
３
７
０
９
）

産
業
祭
実
行
委
員
会
は
、
地

域
産
業
の
振
興
発
展
と
、
地
域

活
性
化
を
図
る
た
め
、
産
業
祭

２
０
１
９
を
開
き
ま
す
。
毎
年
人

気
の
地
元
農
産
物
の
品
評
・
即
売

会
の
ほ
か
、
模
擬
店
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
所
狭
し
と
並

び
ま
す
。
市
内
の
パ
ン

屋
が
集
結
し
、
試
食
を

振
る
舞
う
特
別
企
画
も

あ
り
ま
す
。

◎
産
業
祭
２
０
１
９

日
に
ち
＝
１１
月
１７
日
㈰

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所
・
内
容
＝
▼
田
辺
中
央
体

育
館
…
市
内
企
業
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
、

農
産
物
品
評
・
販
売
会
、
も
の
づ

く
り
コ
ー
ナ
ー
、
空
き
家
・
空
き

室
相
談
会
な
ど
▼
田
辺
中
央
体
育

館
周
辺
…
各
種
物
販
・
飲
食
コ
ー

ナ
ー
、
農
産
物
販
売
、
玉
露
の
振

る
舞
い
な
ど
▼
田
辺
公
園
花
見
山

周
辺
…
ミ
ニ
ト
レ
イ
ン
・
京
田
辺

秋
の
パ
ン
祭
り
・
友
好
都
市
ブ
ー

ス
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
と
周

辺
…
Ｊ
Ａ
表
彰
式
・
一
休
さ
ん

カ
ー
ド
ビ
ン
ゴ
大
会
・
花
と
緑
の

コ
ー
ナ
ー
・
リ
ユ
ー
ス
フ
ェ
ア

問
合
せ
先
＝
商
工
会
（
☎
６２
・

０
０
９
３
）

◎
自
転
車
フ
ェ
ス
タ

ロ
ー
ド
バ
イ
ク

に
挑
戦
し
た
い
人

か
ら
本
格
派
の
サ

イ
ク
リ
ス
ト
ま
で
、

大
満
足
の
イ
ベ
ン
ト
！
ｅｰ
バ
イ

ク
な
ど
豪
華
景
品
が

当
た
る
抽
選
会
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

下
図
の
２
次
元
コ
ー
ド
で
確
認
。

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
田
辺
公
園
花
見
山

内
容
（
予
定
）
＝
ｅｰ

バ
イ
ク

の
試
乗
・
３０
分
で
自
転
車
に
乗
れ

る
変
身
キ
ッ
ズ
バ
イ
ク
・
自
分
で

で
き
る
パ
ン
ク
修
理
の
簡
単
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
・
自
宅
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ロ
ー
ラ
ー
台
の
試
乗
な
ど

問
合
せ
先
＝
企
画
調
整
室
（
☎

６４
・
１
３
１
０
）

楽しく ECO体験

環境フェスタ環境フェスタ
KYOTANABEKYOTANABEinin

11.17sun

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
週
間

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
週
間

Ｄ
Ｖ
の
な
い
社
会
づ
く
り

Ｄ
Ｖ
の
な
い
社
会
づ
く
り

講
演
・
パ
ネ
ル
展

講
演
・
パ
ネ
ル
展

ハートフルフェスタハートフルフェスタ
ピアノを聴いて
リラックスして
ピアノを聴いて
リラックスして人権学ぶ人権学ぶ

H e a r t f u l  F e s t aH e a r t f u l  F e s t a

京たなべ
de   information子 育 て

聴
い
て
、私
た
ち
の
思
い
を
。

聴
い
て
、私
た
ち
の
思
い
を
。

子
ど
も
の
主
張
大
会

子
ど
も
の
主
張
大
会

■変だな？と感じたら
親が「しつけ」だと思っ

ていても、子どもの心や体
が傷つく行為は虐待です。
周囲の親子の SOS を見逃
さず、「何か変だな」と感
じたら迷わず連絡をお願い
します。皆さんからの連絡
は、虐待を受けている子ど
もや、子育てに悩む親への
支援の第一歩です。
■ひとりで悩まないで
家庭児童相談室では、生

活習慣・不登校・発達障が
いなど、子どもに関するさ
まざまな相談に応じていま
す。



05 令和元年（2019年）11月1日号 04令和元年（2019年）11月1日号■記載がないものは、申込不要・無料です

▼
口
座
振
替
・
自
動
払
込
の
人
は
、

納
期
限
の
前
日
ま
で
に
登
録
口
座
の

預
貯
金
残
高
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
バ
ー
コ
ー
ド
付
き
の
納

付
書
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

も
納
付
で
き
ま
す
。

▼
納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た

と
き
は
、
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。

督
促
状
を
発
送
し
た
場
合
は
、
督
促

手
数
料
２
０
０
円
を
加
算
し
ま
す
。

▼
滞
納
し
た
場
合
、
延
滞
金
を
徴
収

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
滞

納
分
の
税
の
徴
収
は
京
都
地
方
税
機

構
が
行
い
ま
す
。

市
税
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
市
・

府
民
税（
普
通
徴
収
）、軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）
は
、

口
座
振
替
で
納
付
で
き
ま
す
。
一
度

手
続
き
す
る
と
翌
年
度
以
降
も
継
続

さ
れ
、納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
で
す
。

取
扱
金
融
機
関
＝
京
都
銀
行
・
南
都

銀
行
・
京
都
信
用
金
庫
・
京
都
中
央

信
用
金
庫
・
京
都
や
ま
し
ろ
農
業
協

同
組
合
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

手
続
方
法
＝
振
替
を
希
望
す
る
月
の

前
月
ま
で
に
、
取
扱
金
融
機
関
へ
通

帳
・
届
出
印
・
納
税
通
知
書
か
納
付

書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
市
内
の
取
扱
金
融
機
関
に
あ
り
ま

す
。
市
外
に
あ
る
取
扱
金
融
機
関
で

手
続
き
す
る
人
に
は
、
申
込
書
を
郵

送
し
ま
す

納
税
通
知
書
・
納
付
書
が
な
い
場
合

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
▼
税
務
課
（
☎
６４
・

１
３
１
８
）
▼
国
保
医
療
課
（
☎

６４
・
１
３
３
２
）

住
民
票
な
ど

旧
氏
の
併
記
が
で
き
ま
す

１１
月
５
日
か
ら
、住
民
票
に
旧
氏（
過

去
の
戸
籍
上
の
氏
）
が
併
記
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
同
処
理
に
伴
い

個
人
番
号
カ
ー
ド
や
印
鑑
登
録
証
明

書
な
ど
に
も
旧
氏
が
併
記
さ
れ
ま

す
。

申
請
方
法
＝
希
望
す
る
氏
が
記
載
さ

れ
た
戸
籍
（
抄
本
）
か
ら
最
新
の
戸

籍
（
抄
本
）
ま
で
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い

申
請
・
問
合
せ
先
＝
市
民
年
金
課（
☎

６４
・
１
３
３
０
）

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

市
民
意
識
調
査
・
事
業
所
調
査

市
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
の
１０
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
３
次
京
田

辺
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

同
計
画
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
市
民
意
識
調
査
・

事
業
所
調
査
を
行
い
ま
す
。

対
象
＝
▼
市
民
意
識
調
査
…
市
内
に

在
住
す
る
１８
歳
以
上
の
人
（
無
作
為

抽
出
し
た
３
千
人
）
▼
事
業
所
調
査

…
市
内
に
所
在
す
る
従
業
者
数
が
お

お
む
ね
１０
人
以
上
の
事
業
所

調
査
期
間
＝
１１
月
７
日
㈭
～
２５
日
㈪

調
査
票
が
届
い
た
人
・
事
業
所
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
市
民
参
画
課
（
☎
６４
・

１
３
１
４
）

守
ろ
う
命
と
財
産

秋
の
火
災
予
防
運
動

１１
月
９
～
１５
日
は
、
秋
の
火
災
予
防

運
動
期
間
で
す
。

秋
・
冬
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が

発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
火
災
予

防
の
意
識
を
持
ち
、
大
切
な
命
と
財

産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣
＝
▼
寝
た
ば
こ
は
し
な

い
▼
ス
ト
ー
ブ
は
可
燃
性
の
高
い
も

の
か
ら
遠
ざ
け
る
▼
ガ
ス
コ
ン
ロ
か

ら
離
れ
る
と
き
は
火
を
消
す

４
つ
の
対
策
＝
▼
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
す
る
▼
防
炎
製
品
を
使
用

す
る
▼
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る

▼
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

問
合
せ
先
＝
消
防
本
部
予
防
課
（
☎

６３
・
７
８
２
６
）

                                        

介
護
保
険
料
出
張
納
付
相
談

日
に
ち
・
場
所
＝
▼
１１
月
２２
日
㈮
…

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
常
磐
苑
▼
１１
月

２６
日
㈫
…
三
山
木
福
祉
会
館
▼
１１
月

２９
日
㈮
…
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
宝
生

苑時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
午

前
１１
時
３０
分
～
午
後
１
時
３０
分
を
除

く
）

内
容
＝
介
護
保
険
料
の
納
付
・
介
護

保
険
制
度
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す

問
合
せ
先
＝
高
齢
介
護
課
（
☎
６４
・

１
３
７
３
）　

ひ
だ
ま
り
の
会

日
に
ち
＝
１１
月
２６
日
㈫

時
間
＝
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

場
所
＝
府
立
洛
南
寮

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
高
齢
者

内
容
＝
カ
ラ
オ
ケ

申
込
方
法
＝
１１
月
２０
日
㈬
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
６８
・
５
０
０
５
、
℻
６５
・

１
４
６
６
）

ひ
と
り
親
家
庭
ク
リ
ス
マ
ス
会

日
に
ち
＝
１２
月
１５
日
㈰

時
間
＝
午
前
１０
時
か
ら

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
す
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
親
子
。
中
学
生
ま
で

内
容
＝
ケ
ー
キ
作
り
・
お
楽
し
み
会

参
加
費
＝
１
世
帯
５
０
０
円
。
京
田

辺
・
さ
く
ら
会
員
は
無
料

申
込
方
法
＝
１１
月
２９
日
㈮
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
京
田
辺
・
さ

く
ら
・
金
谷
（
☎
６２
・
５
５
９
９
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
６２
・

２
２
２
２
）
▼
子
育
て
支
援
課
（
☎

６４
・
１
３
７
６
）　

府
民
公
開
講
座

運
動
で
伸
ば
す
健
康
寿
命

日
に
ち
＝
１１
月
２１
日
㈭

時
間
＝
午
後
３
時
１５
分
～
４
時
３０
分

場
所
＝
府
宇
治
総
合
庁
舎

対
象
＝
府
内
に
在
住
す
る
人

テ
ー
マ
＝
運
動
・
ロ
コ
モ
予
防
で
伸

ば
そ
う
健
康
寿
命

体
力
や
筋
骨
格
系

の
維
持
・
向
上
だ

け
で
な
く
、
生
活

習
慣
病
の
リ
ス
ク

も
低
下
さ
せ
る
運

動
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

講
師
＝
府
医
師
会
ス
ポ
ー
ツ
医
学
委

員
会
・
健
康
日
本
２１
対
策
委
員
の
劉

和
輝
さ
ん

定
員
＝
先
着
６０
人

申
込
方
法
＝
１１
月
１５
日
㈮
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
京
都
府
山
城
北

保
健
所
（
☎
２１
・
２
１
９
２
）

聞
こ
え
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
室

日
に
ち
＝
１１
月
３０
日
㈯

時
間
＝
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
相
楽
会
館
（
木
津
川
市
）

対
象
＝
▼
府
内
に
在
住
し
、
聞
こ
え

に
不
便
を
感
じ
て
い
る
人
と
家
族
▼

聴
覚
障
が
い
福
祉
関
係
者
▼
関
心
の

あ
る
人

内
容
＝
▼
抹
茶
ア
ー
ト
体
験
や
、「
難

聴
理
解
か
る
た
」を
使
っ
た
難
聴
者
・

中
途
失
聴
者
の
研
修
・
交
流
会
▼
個

別
相
談
（
希
望
者
の
み
）

定
員
＝
先
着
５０
人
（
難
聴
者
優
先
。

抹
茶
ア
ー
ト
体
験
は
先
着
３０
人
）

参
加
費
＝
無
料

抹
茶
ア
ー
ト
体
験
は
１
千
円
。

申
込
方
法
＝
電
話
・
℻
・
は
が
き
・

電
子
メ
ー
ル
で
、
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
・
所
属
団
体
・
抹
茶
ア
ー
ト

体
験
希
望
の
有
無
・
弁
当
（
８
０
０

円
）
注
文
の
有
無
・
相
談
内
容
（
個

別
相
談
希
望
者
の
み
）
を
書
い
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
＝
１１
月
１４
日
㈭
（
必
着
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
京
都
府
聴

覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
〒

６
１
０
・
０
１
２
１
城
陽
市
寺
田
林

ノ
口
１１
・
６４
、
☎
３０
・
９
０
０
０
、

℻
５５
・
７
７
０
８
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

スkikoe-shien@
kyoto-chogen.

or.jp
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

姿
勢
美
人
講
座

日
に
ち
＝
１２
月
５
日
㈭

時
間
＝
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
体
を
整
え
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
。
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
・
飲
み
物
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い

定
員
＝
先
着
１０
人

申
込
方
法
＝
１１
月
１８
日
㈪
午
前
９
時

以
降
に
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
リ
・

ア

ン

ジ

ェ
・

田

中
（

☎

０
８
０
・
３
１
３
０
・
９
４
１
８
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
スhallowellii-4@

i.softbank.jp

）

広告広告

健
康
・

　
　福
祉

Health

お
知
ら
せ

Information市税などの納期限

市・府民税
（第3期）

税務課
☎64-1318

後期高齢者
医療保険料
（第5期）

国保医療課
☎64-1374

国民健康保険税
（第6期） 12月2日㈪

国保医療課
☎64-1332

種別 納期限 問合せ先

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

■
瑞
宝
双
光
章

▼
池
田
吉
男
さ
ん
（
元
京
都

府
警
視
・
警
察
功
労
、
花
住
坂
）

▼
久
保
田
義
隆
さ
ん
（
元
京

田
辺
市
消
防
監
・
消
防
功
労
、

興
戸
）

▼
境
成
久
さ
ん
（
元
京
都
府

警
部
・
警
察
功
労
、
大
住
ケ
丘
）

【
問
合
せ
先
】

秘
書
広
報
課
（
☎
６４
・

１
３
２
２
）リコール製品があれば

事業所に連絡を
自宅にリコール製品があれば使用を中

止し、事業者に連絡してください。リコー
ル製品は、消費者庁リコール情報サイト

（www.recall.caa.go.jp/）で確認できます。
【問合せ先】

消費生活センター（産業振興課内、☎
63-1240〈平日午前 9 時～午後 4 時。正午
～午後 1 時を除く〉）

電気ストーブ・電気こたつ・ハロゲンヒーターなどは、炎を出しませんが、
熱を発するので火災の危険があります。取り扱いには十分注意してください。

シリーズ⑦冬に起きやすいこんな事故！

環境省などは、11 月を
エコドライブ推進月間と
定め、エコドライブの普
及・推進を行っています。
地球と財布にやさしいエ
コドライブを始めましょ
う。

市
は
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
過
ご

せ
る
体
づ
く
り
の
た
め
、「
ピ
ン
ピ
ン

教
室
・
楽
し
く
会
食
編
」
を
開
き
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
や
、
外

出
し
て
人
と
の
交
流
を
楽
し
む
こ
と

は
健
康
長
寿
の
秘
け
つ
で
す
。
み
ん

な
で
会
食
し
な
が
ら
、
楽
し
く
健
康

に
つ
い
て
考
え
ま
せ
ん
か
。

日
に
ち
＝
１２
月
１１
日
㈬

時
間
＝
午
前
１０
時
３０
分
～
午
後
１

時
３０
分

場
所
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
市
内
に
在
住
し
、
自
身
で
来

館
で
き
る
６５
歳
以
上
の
人

テ
ー
マ
＝
め
ざ
せ
！
つ
や
つ
や
シ

ニ
ア 

健
康
長
寿
ラ
ン
チ

調
理
実
習
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
員
＝
１５
人
。
多
数
の
場
合
は
、

初
め
て
の
人
を
優
先
し
抽
選
し
ま
す

参
加
費
＝
無
料

申
込
方
法
＝
１１
月
２２
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
健
康
推
進
課

（
☎
６４
・
１
３
３
５
）

市は、消費税率引き上げに
よる低所得者と子育て世帯へ
の影響を緩和するとともに、
地域の消費拡大を図るため、
京田辺市プレミアム付商品券
を販売しています。
【販売対象者】
■低所得者向け
対象 = 市内に住民票があ

り、平成 31 年度の住民税が
非課税の人（住民税課税者と
生計を共にする配偶者・扶養
親族、生活保護受給者は除き
ます）
内容 =5,000 円の商品券を、

4,000 円で販売（1 人につき
最大 5 冊まで）

11月はエコドライブ推進月間

市は、「緑豊かで健康な文化田園都市」
を目指し、市民・事業者・地域団体の皆さ
んと連携しながら、持続可能な社会を未来
へ引き継ぐため、「COOL CHOICE（クー
ルチョイス）」による地球温暖化対策を推
進しています。

「COOL CHOICE」は、地球温暖化対
策や、快適な暮らしにもつながる「賢い選
択」を促す国民運動です。

本市は、大都市への高い利便性と優れた
自然環境を兼ね備えた「田園都市」として
発展を続けています。優れた自然環境や美
しいまちを次世代につないでいくために、
賢い選択を心掛けましょう！

プレミアム付商品券販売中

【事例①】
電気ストーブで火災
【対策】

▼ 寝 る と き は ス
トーブを消す。電源
プラグをコンセント
から抜いておくと安
全です▼洗濯物をス
トーブの上や近くで
干さない▼地震に備え、可燃性の高い物
はストーブから遠ざける

【事例②】
電気こたつで火災
【対策】

▼こたつの中で
洗濯物を乾かさな
い▼座椅子をこた
つ に 押 し 込 む 際、
掛け布団・座布団
をヒーターに接触させない▼電源コード
をこたつの脚や物で踏みつけない。コー
ドが破損した場合は、発火する恐れがあ
るので使用しないでください

会
食
編
ピ
ン
ピ
ン
教
室

5,000円分の買い物ができる千円
お得 商品券が4,000円で買える

■子育て世帯向け
対象 = 市内に在住し、平成

28 年 4 月 2 日～令和元年 9 月
30 日に生まれた子がいる世帯
の世帯主
内容 =5,000 円の商品券を、

4,000 円で販売（子 1 人につ
き最大 5 冊まで）
【購入方法】

郵送した引換券を持って、
市内郵便局で購入してくださ
い。商品券が使える店舗は、
健康福祉政策推進室・商工会・
郵便局にあるチラシで確認し
てください
【販売期間】

令和 2 年 2 月 28 日㈮まで
（使用期間は同年 3 月 1 日㈰
まで）
問合せ先 = 健康福祉政策推

進室（☎ 64-1370）　

健幸健幸
11Pt

パスポートパスポート

未来のために
いま選ぼう

クールチョイス！

京田辺市は COOL CHOICE を推進します
身近な
生活の中で
できる

照明を LEDに交換する
１０年を目安に冷蔵庫・エアコンを省エネ家電に買い換える
ブラインドなどを活用し、太陽の暖かさを取り入れる

節水シャワーヘッドに交換する
車を買い換える時は、エコカーを選ぶ
宅配便はできるだけ 1回で受け取る

など
賢い選択

参考：独立行政法人製品評価技術基盤機構

エコ行動にLet’sチャレンジ！
　いくつ実践できるか、チェッ
クしてみましょう。
■  急発進・急加速をしていない
■ 近距離の移動は、徒歩や自
転車を利用している

■ ドライブに行くときは、タ
イヤの空気圧を点検している
■ 余裕を持った車間距離で運
転している
■ 無駄なアイドリングをして
いない

叙
勲
叙
勲

上村市長



費
用
＝
前
売
り
４
千
４
０
０
円
（
友

の
会
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
員
は
４
千
３
０
０

円
）

■
市
川
崑
傑
作
選
３５
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

上
映

日
時
・
内
容
＝
▼
１１
月
２１
日
㈭
（
午

前
１０
時
３０
分
か
ら
…
お
は
ん
、
午
後

２
時
か
ら
…
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

▼
１１
月
２２
日
㈮
（
午
前
１０
時
３０
分
か

ら
…
ぼ
ん
ち
、
午
後
２
時
か
ら
…
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

費
用
＝
１
作
品
５
０
０
円

【
場
所
】

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
（
精
華
町
）

【
申
込
方
法
】

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（keihanna-plaza.co.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い

【
問
合
せ
先
】

㈱
け
い
は
ん
な
（
☎
９５
・
５
１
１
５
）

府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー

施
設
の
無
料
公
開

日
に
ち
＝
１２
月
１
日
㈰

時
間
＝
午
後
１
時
～
５
時

場
所
＝
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
マ
リ
ー
ン
ピ
ア
、
宮
津
市
）

公
開
施
設
＝
▼
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
場

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
▼

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
（
中
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）
▼
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
（
小
学
校
３
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
場
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

場
へ
入
場
す
る
人
は
、
運
動
の
で
き

る
上
履
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
京
都
府
立
青
少
年
海

洋
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
７
２
・
２２
・

０
５
０
１
、
℻
０
７
７
２
・
２２
・

０
５
０
３
）

京
田
辺
ク
ラ
フ
ト
ウ
ェ
ー
ブ

総
合
展

期
間
＝
１１
月
２３
日
㈷
～
２６
日
㈫

時
間
＝
午
前
１０
時
～
午
後
５
時

２６
日
㈫
は
午
後
４
時
ま
で
。

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

内
容
＝
手
工
芸
作
品
の
展
示

問
合
せ
先
＝
京
田
辺
ク
ラ
フ
ト

ウ
ェ
ー
ブ
・
國
生
（
☎
・
℻
６３
・

３
６
７
６
）

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館

見
学
デ
ー

日
に
ち
＝
１１
月
１７
日
㈰

時
間
＝
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

場
所
＝
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館

（
精
華
町
）

内
容
＝
親
子
で
楽
し
め
る
書
庫
見

学
・
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
図
書
館

業
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
＝
国
立
国
会
図
書
館
関
西

館
総
務
課
（
☎
９８
・
１
２
２
４
）

文
化
財
連
続
講
座

日
に
ち
＝
１１
月
３０
日
㈯

時
間
＝
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

場
所
＝
山
城
郷
土
資
料
館
（
木
津
川

市
）

テ
ー
マ
＝
光
秀
・
幽
斎
と
京
都

講
師
＝
大
山
崎
町
歴
史
資
料
館
館
長

の
福
島
克
彦
さ
ん

費
用
＝
無
料

入
館
料
（
２
５
０
円
。
小
・
中
学
生

は
７０
円
）
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先
＝
京
都
府
立
山
城
郷
土

資
料
館
（
☎
８６
・
５
１
９
９
、
℻
８６
・

５
５
８
９
）

体
験
型
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル

対
策
講
座

貸
出
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

ト
ラ
ブ
ル
を
疑
似
体
験
し
、
手
口
や

対
処
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

京
都
府
警
察
ネ
ッ
ト
安
心
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
操
作
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
に
ち
＝
１１
月
２８
日
㈭

時
間
＝
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員
＝
先
着
２０
人

申
込
方
法
＝
電
話
・
℻
・
電
子
メ
ー

ル
で
、「
体
験
講
座
受
講
希
望
」・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（
☎
６４
・
１
３
１
９
、
℻

６４
・
１
３
５
９
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

sangyo@
city.kyotanabe.lg.jp

）

▼
田
辺
警
察
署
（
☎
６３
・
０
１
１
０
、

℻
６２
・
６
１
８
３
）

上
級
救
命
講
習

日
に
ち
＝
１１
月
１６
日
㈯

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
＝
消
防
署

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
普
通
救
命

講
習
の
修
了
者

内
容
＝
成
人
・
小
児
・
乳
児
に
対
す

る
心
肺
蘇
生
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、

傷
病
者
の
管
理
法
、
外
傷
の
手
当
要

領
、
搬
送
法
な
ど

定
員
＝
先
着
１０
人

申
込
方
法
＝
前
日
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
消
防
署
（
☎

６３
・
１
１
２
５
）
▼
消
防
署
北
部
分

署
（
☎
６５
・
０
１
１
９
）

男
性
の
た
め
の
電
話
相
談

日
に
ち
＝
１２
月
６
日
㈮

時
間
＝
午
後
６
時
～
８
時
（
受
け
付

け
は
午
後
７
時
３０
分
ま
で
）

内
容
＝
仕
事
、
職
場
・
地
域
の
人
間

関
係
、
生
き
方
、
家
族
・
夫
婦
関
係

な
ど
、
男
性
の
悩
み
を
電
話
で
お
聞

き
し
ま
す

相
談
員
の
性
別
（
男
性
か
女
性
）
は
、

希
望
に
応
じ
ま
す
。

費
用
＝
無
料
。
通
話
料
が
必
要

相
談
・
問
合
せ
先
＝
市
民
参
画
課（
☎

６５
・
３
７
０
９
）

空
き
家
・
空
き
室

無
料
相
談
会

日
に
ち
＝
１１
月
１７
日
㈰

時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館
（
産
業
祭

ブ
ー
ス
）

対
象
＝
市
内
に
空
き
家
・
空
き
室
を

所
有
し
て
い
る
人

内
容
＝
（
公
社
）
京
都
府
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
の
相
談
員
が
、
空
き
家
・

空
き
室
の
処
分
や
利
活
用
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す（
１
人
３０
分
程
度
）

訴
訟
・
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
関
す

る
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
＝
開
発
指
導
課
（
☎
６４
・

１
３
４
１
）

多
重
債
務
無
料
相
談
会

日
に
ち
＝
１１
月
２１
日
㈭

時
間
＝
午
前
１０
時
～
午
後
３
時
（
正

午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所
＝
近
畿
財
務
局
京
都
財
務
事
務

所
（
京
都
市
）

内
容
＝
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
相
談

員
に
よ
る
多
重
債
務
相
談

申
込
方
法
＝
前
日
午
後
３
時
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
近
畿
財

務
局
京
都
財
務
事
務
所
（
☎

０
７
５
・
７
５
２
・
１
４
１
７
、
℻

０
７
５
・
７
６
２
・
０
５
５
８
）

調
停
手
続
相
談

日
に
ち
＝
１１
月
２８
日
㈭

時
間
＝
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
木
津
川
市
商
工
会
館

内
容
＝
民
事
調
停
委
員
が
、
金
銭
・

土
地
家
屋
・
交
通
事
故
な
ど
の
紛
争

に
つ
い
て
、
調
停
制
度
を
利
用
す
る

手
続
き
の
相
談
に
応
じ
ま
す

問
合
せ
先
＝
木
津
調
停
協
会
（
☎

７２
・
０
１
５
５
、
℻
７２
・
９
４
２
９
）

枚
方
京
田
辺
環
境
施
設
組
合

議
会
定
例
会
の
傍
聴

日
に
ち
＝
１１
月
２０
日
㈬

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
（
受
け
付
け

は
午
後
１
時
３０
分
か
ら
）

場
所
＝
枚
方
市
東
部
清
掃
工
場

内
容
＝
平
成
３０
年
度
一
般
会
計
決
算

認
定
な
ど

定
員
＝
先
着
１５
人

問
合
せ
先
＝
枚
方
京
田

辺
環
境
施
設
組
合
（
☎

０
７
２
・
８
９
６
・
１
５
７
０
）
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広告

給
食
調
理
師
な
ど

臨
時
的
任
用
職
員
を
募
集

【
職
種
・
資
格
】

給
食
調
理
師
（
フ
ル
タ
イ
ム
）
＝
調

理
師
免
許
を
有
す
る
人

放
課
後
児
童
支
援
員
（
パ
ー
ト
）
＝

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▼
教
員
免
許
を
有
す
る
▼
大
学
で
教

育
学
・
心
理
学
・
芸
術
学
・
社
会
福

祉
学
な
ど
を
履
修
し
た
▼
児
童
福
祉

事
業
に
２
年
以
上
従
事
し
た
こ
と
が

あ
る

【
勤
務
日
】

給
食
調
理
師
＝
月
～
金
曜
日

放
課
後
児
童
支
援
員
＝
月
～
金
と
隔

週
土
曜
日

勤
務
時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
賃
金
】

給
食
調
理
師
＝
月
額
１５
万
８
０
０

円
。
賞
与
（
年
２
回
）
が
あ
り
ま
す

放
課
後
児
童
支
援
員
＝
時
間
額

１
千
１
０
０
円
。
午
後
５
時
以
降
は

１
千
２
５
０
円

【
申
込
方
法
】

教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

臨
時
的
任
用
職
員
登
録
申
込
書
と
必

要
な
資
格
の
写
し
（
資
格
証
明
書
で

も
可
）
を
本
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ

い【申
込
・
問
合
せ
先
】

教
育
総
務
室
（
☎
６４
・
１
３
９
１
）

こ
ど
も
料
理
教
室

日
に
ち
＝
１２
月
２１
日
㈯

時
間
＝
午
前
９
時
３０
分
～
正
午

場
所
＝
三
山
木
福
祉
会
館

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
小
学
生
～

高
校
生

内
容
＝
食
生
活
改
善
推
進
員
と
一
緒

に
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
・
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
と
じ
ゃ
が
い
も
の
パ
ン
粉
焼

き
・
牛
乳
コ
コ
ア
プ
リ
ン
を
作
ろ
う

定
員
＝
１５
人

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
、「
こ

ど
も
料
理
教
室
」・
氏
名
・
学
年
・

電
話
番
号
・
小
学
校
区
・
ア
レ
ル
ギ
ー

の
有
無
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
の
み

し
め
き
り
＝
１１
月
２５
日
㈪
（
必
着
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
南
山
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
（
〒
６
１
０
・
０
３
１
３
京

田
辺
市
三
山
木
谷
垣
内
３
・
１
、
☎

６２
・
４
４
５
８
）

税
を
考
え
る
週
間

小
学
生
の
絵
画
展

１１
月
１１
～
１７
日
は
「
税
を
考
え
る
週

間
」
で
す
。

市
は
、「
税
金
で
つ
く
ら
れ
て
い
る

も
の
」
を
テ
ー
マ
に
、
小
学
生
の
絵

画
展
を
行
い
ま
す
。

期
間
＝
１１
月
１１
日
㈪
～
１５
日
㈮

場
所
＝
市
役
所
２
階
市
民
ロ
ビ
ー

問
合
せ
先
＝
税
務
課
（
☎
６４
・

１
３
１
７
）

親
子
で
楽
し
む

ク
リ
ス
マ
ス

日
に
ち
＝
１２
月
１４
日
㈯

時
間
＝
午
前
１０
時
～
午
後
２
時
３０
分

（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
４５
分
か
ら
）

場
所
＝
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
小
学
生
と

保
護
者

未
就
学
児
は
、
調
理
中
は
入
室
で
き

ま
せ
ん
。

内
容
＝
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
・
お
菓
子

作
り
、
外
国
の
ゲ
ー
ム
な
ど

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ
き
ん
・
マ

ス
ク
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員
＝
先
着
１０
組
（
外
国
人
は
先
着

５
組
）

参
加
費
＝
１
人
３
０
０
円

申
込
方
法
＝
電
話
・
電
子
メ
ー
ル（
件

名
「
親
子
で
楽
し
む
ク
リ
ス
マ
ス
」）

で
、
住
所
・
氏
名
・
子
ど
も
の
氏
名
・

国
際
交
流
協
会
会
員
の
有
無
・
電
話

番
号
・
託
児
（
６
カ
月
～
就
学
前
。

先
着
５
人
。
５
０
０
円
）
を
希
望
す

る
人
は
子
ど
も
の
氏
名
と
年
齢
を
、

市
民
参
画
課
（
☎
６４
・
１
３
１
４
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
スsankaku@city.

kyotanabe.lg.jp

）
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い

申
込
期
間
＝
１１
月
５
日
㈫
～
２０
日
㈬

問
合
せ
先
＝
京
田
辺
国
際

交

流

協

会
・

小

西
（

☎

０
９
０
・
４
０
３
４
・
１
４
２
７
）

サ
ン
タ
が
街
に
や
っ
て
く
る

保
護
者
か
ら
預
か
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
衣
装
を
着

た
ス
タ
ッ
フ
が
配
達
し
ま
す
。食
品
・

生
き
物
・
壊
れ
や
す
い
も
の
を
除
き

ま
す
。

日
に
ち
＝
１２
月
２２
日
㈰

時
間
＝
午
後
６
時
か
ら

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
就
学
前
の

子
ど
も

定
員
＝
３０
組

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

費
用
＝
５
０
０
円

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の
往
信
用

に
、「
サ
ン
タ
希
望
」・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
子
ど
も
の
名
前
と
年
齢
・

自
宅
周
辺
の
略
地
図
・
訪
問
希
望
時

間
帯
を
、
返
信
用
に
住
所
・
氏
名
を

書
い
て
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１２
月
２
日
㈪
（
必
着
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
青
年

団
（
中
央
公
民
館
内
、
〒

６
１
０
・
０
３
３
１
京
田
辺

市
田
辺
丸
山
２
１
４
、
☎

６２
・
２
５
５
２
）
▼
田
原
（
☎

０
９
０
・
３
２
６
３
・
４
１
５
２
）

田
辺
公
園
ど
ん
ぐ
り
探
検
隊

「
公
園
で
ど
ん
ぐ
り
を
探
そ
う
」

日
に
ち
＝
１２
月
８
日
㈰

時
間
＝
午
前
９
時
３０
分
～
正
午

集
合
場
所
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
学
・
通
園

す
る
人
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す

内
容
＝
田
辺
公
園
を
回
っ
て
ド
ン
グ

リ
を
探
し
、
見
つ
け
た
ド
ン
グ
リ
の

名
前
を
調
べ
て
プ
レ
ー
ト
に
貼
り
付

け
、
標
本
に
し
ま
す

定
員
＝
先
着
２０
人

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１２
月
２
日
㈪

申
込
・
問
合
せ
先
＝
き
ょ
う
た
な
べ

環
境
市
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
務

局
（
環
境
課
内
、
☎
６４
・
１
３
６
６
）

バ
ス
で
行
こ
う
！

京
都
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
に
ち
＝
１２
月
８
日
㈰

時
間
＝
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
３
時

４５
分

場
所
＝
府
総
合
見
本
市
会
館
（
京
都

パ
ル
ス
プ
ラ
ザ
、
京
都
市
）

市
役
所
か
ら
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
す
る
人

小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
で
す
。

内
容
＝
環
境
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が

ら
学
び
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

ま
す
（
自
由
行
動
）

詳
し
く
は
京
都
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（kankyofes.kyoto/
）
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

定
員
＝
先
着
４０
人

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
環
境
課
（
☎

６４
・
１
３
６
６
）

Ｊ
Ｒ
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

日
に
ち
＝
１１
月
１９
日
㈫（
雨
天
中
止
）

集
合
時
間
・
場
所
＝
午
前
９
時
・
Ｊ

Ｒ
松
井
山
手
駅
（
午
後
３
時
ご
ろ
解

散
）

テ
ー
マ
＝
甘
南
備
山
の
三
角
点
と
一

休
寺
の
紅
葉

コ
ー
ス
＝
そ
よ
か
ぜ
幼
稚
園
→
虚
空

蔵
堂
→
虚
空
蔵
谷
川
一
の
滝
→
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー
→
甘
南
備
山
三
角

点
・
白
石
→
展
望
台
→
芝
生
広
場
→

酬
恩
庵
一
休
寺
→
棚
倉
孫
神
社
→
Ｊ

Ｒ
京
田
辺
駅
（
約
１０
㎞
）

昼
食
・
水
筒
・
雨
具
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

定
員
＝
先
着
５０
人

参
加
費
＝
３
０
０
円
（
保
険
料
・
資

料
代
）

申
込
方
法
＝
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
で
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加
人

数
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１１
月
１８
日
㈪
正
午

申
込
・
問
合
せ
先
＝
駅
ナ
カ
案
内
所

（
☎
６８
・
２
８
１
０
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

スinfo@kyotana.be

）

簡
単
に
で
き
る

お
も
て
な
し
料
理
講
習
会

日
に
ち
＝
１２
月
１２
日
㈭

時
間
＝
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
１８
歳
以
上
の
人

内
容
＝
市
特
産
の
タ
ケ
ノ
コ
を
使
っ

た
山
菜
お
こ
わ
や
、
え
び
い
も
を

使
っ
た
み
ぞ
れ
汁
な
ど
簡
単
に
で
き

る
お
も
て
な
し
料
理

講
師
＝
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協

議
会
会
員

定
員
＝
１５
人

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
結
果
を
全

員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受
講
料
＝
１
千
円
（
材
料
代
）

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の
往
信
用

に
、「
料
理
講
習
参
加
希
望
」・
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
、
返
信

用
に
、
住
所
・
氏
名
を
書
い
て
郵
送

し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１１
月
２９
日
㈮
（
必
着
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
農
政
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３〈
住
所
不
要
〉

☎
６４
・
１
３
６
２
）

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ

プ
チ
コ
ン
サ
ー
ト
in
京
田
辺

日
に
ち
＝
１１
月
２３
日
㈷

時
間
＝
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
（
開

場
は
午
後
１
時
か
ら
）

場
所
＝
商
工
会
館

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
で
来
場
し
て
く
だ
さ

い
。

出
演
者
（
敬
称
略
）
＝
宮
後
優
・
松

尾
咲
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、奥
本
凱
哉
（
テ

ノ
ー
ル
）、
大
西
凌
（
バ
ス
）、
大
塚

昭
花
（
ピ
ア
ノ
）

演
奏
曲
（
予
定
）
＝
オ
ペ
ラ
座
の
怪

人
よ
り
・
オ
ペ
ラ
「
愛
の
妙
薬
」
よ

り
・
日
本
の
懐
か
し
い
曲
な
ど

定
員
＝
約
１
８
０
人

問
合
せ
先
＝
け
い
は
ん
な
学
研
都

市
活
性
化
促
進
協
議
会
（
☎
９５
・

５
０
３
４
）

け
い
は
ん
な
で

芸
術
の
秋
を
満
喫
し
よ
う

■
声
優
朗
読
劇
フ
ォ
ア
レ
ー
ゼ
ン

日
に
ち
＝
１１
月
２３
日
㈷

時
間
＝
午
後
３
時
か
ら
（
開
場
は
午

後
２
時
３０
分
か
ら
）

内
容
＝
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
テ
ー
マ
と

し
た
人
気
声
優
の
声
と
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
が
織
り
な
す
オ
リ
ジ
ナ
ル
朗
読

劇未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

出
演
＝
田
丸
篤
志
さ
ん
・
村
瀬
歩
さ

ん
な
ど

費
用
＝
前
売
り
５
千
円
（
友
の
会
・

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
員
は
４
千
９
０
０
円
）

■
立
川
談
春
独
演
会

日
に
ち
＝
１１
月
２４
日
㈰

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
（
開
場
は
午

後
１
時
３０
分
か
ら
）

演
目
＝
「
芝
浜
」
な
ど

催
し
・

　
　募
集

Event

自 衛 官 募 集等
平和を、仕事にする。

京都地方協力本部  宇治地域事務所
☎・FAX 0774 - 44 - 7139

〒611-0031 京都府宇治市広野町西裏 71-5 S.C OKUBO 202 号

詳しくは、ホームページをCheck！

検索自衛隊京都

令和元年度

貸費学生（技術）

　令和2年１月６日㈪まで

種目

資格

「自衛官候補生」も随時募集中

令和2年4月1日現在、大学の理
学部、工学部の３・4年次または大学院（専
門職大学院を除く）修士課程在学（正規の
修業年限を終わる年の4月1日現在で26歳
未満〈大学院修士課程在学者は28歳未満〉）
受付

京田辺市役所 秘書広報課

市は、「学びたい」市民グループの
もとへ市の職員を派遣する「出前
講座」を行っています。
講師料は無料です。ぜひご利用
ください。
詳しくは問い合わせてください。

11 月 25日～ 12月 1日は犯罪被害者週間です。
事故や犯罪で受けた心の傷を癒やすには、周囲の人の
理解・配慮や協力が不可欠です。
被害者が抱える問題や被害者への支援について、私た
ちにできることを考えてみませんか。
問合せ先＝人権啓発推進課（☎ 64-1336）

教
育
委
員
会
は
、
冬
休
み
期
間
中
に
留

守
家
庭
児
童
会
へ
入
会
を
希
望
す
る
児
童

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
対
象
】

保
護
者
が
仕
事
な
ど
で
保
育
で
き
な

い
、
市
立
小
学
校
に
通
学
す
る
児
童

現
在
、
留
守
家
庭
児
童
会
に
在
籍
中
の

児
童
は
、申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
募
集
す
る
留
守
家
庭
児
童
会
・
人
数
】

田
辺
東
１０
人
・
松
井
ケ
丘
１５
人

校
区
外
の
児
童
も
利
用
で
き
ま
す
。

【
利
用
期
間
】

校
区
内
の
児
童
＝
１２
月
２０
日
㈮
～
令
和

２
年
１
月
８
日
㈬

校
区
外
の
児
童
＝
１２
月
２５
日
㈬
～
令
和

２
年
１
月
６
日
㈪

い
ず
れ
も
、
日
曜
日
・
祝
日
・
１２
月
２８

日
㈯
～
令
和
２
年
１
月
４
日
㈯
を
除
き
ま

す
。【

時
間
】

短
縮
授
業
期
間
＝
放
課
後
～
午
後
６
時

３０
分平

日
＝
午
前
８
時
～
午
後
６
時
３０
分

土
曜
日
＝
午
前
８
時
～
午
後
５
時
３０
分

【
費
用
】

２
千
８
０
０
円
（
校
区
外
の
入
会
者
は

１
千
１
２
０
円
）。
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

料
８
０
０
円

減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
か
留
守

家
庭
児
童
会
に
あ
る
申
込
書
に
、
就
労
状

況
証
明
書
な
ど
保
育
を
す
る
人
が
い
な
い

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
て
持
参
し

て
く
だ
さ
い

郵
送
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
込
期
間
】

１１
月
５
日
㈫
～
１５
日
㈮
午
前
８
時
３０

分
～
午
後
５
時
１５
分

正
午
～
午
後
１
時
、
土
・
日
曜
日
を
除

き
ま
す
。

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎

６４
・
１
３
９
４
）

市は、「ホンデリングプ
ロジェクト」に取り組ん
でいます。同プロジェク
トは、皆さんから寄贈さ
れた本の売却代金を、犯
罪被害者への支援に役立
てる活動です。
本市では、10 月 15 日
までに 1,532 冊を回収し、
20,635 円を寄付しまし
た。
あなたの一冊が、犯罪
被害に苦しむ人への手助
けになります。家庭で眠っている本があれば、引き続き協力
をお願いします。
対象＝ ISBNコード（＝上図）が付いた書籍
回収場所＝▼人権啓発推進課▼三山木福祉会館

留
守
家
庭
児
童
会

入
会
希
望
を
受
け
付
け

冬
休
み

犯罪被害者へ支援の輪ホンデリングプロジェクト

家庭で眠る本の寄贈を

犯罪被害者週間11月25日～12月1日は

考えよう、私たちにできること。

ⓒ来海ユウ・ティーエーエヌジー



「広報ほっと京たなべ」は、古紙を配合した再生紙を使用しています。
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⑪台湾の家庭料理⑪台湾の家庭料理

私が育った私が育った

大家好（ダージャー
ハオ）！国際交流員
（CIR）のホー・イーチ
ン（愛称メリー）です。
今号は、9 月のイベ
ントで市民の皆さんと
一緒に作った、台湾の
家庭料理について紹介
します。

大家好

読者の広場
Readers　Square

広
報
ほ
っ
と
京
た
な
べ
に
寄
せ
ら
れ
た
読
者
の

皆
さ
ん
の
声
を
お
届
け
！

【
市
内
の
伝
統
行
事
の
見
学
経
験
の
有
無
と
感
想
】

◆
大
住
隼
人
舞
を
過
去
に
３
回
妻
と
見
た
。
中

学
生
の
真
剣
な
舞
に
感
激
（
70
歳
代
）
◆
今
年

は
、
山
本
の
百
味
と
湯
立
を
見
学
し
た
い
（
60

歳
代
）
◆
瑞
饋
神
輿
の
か
わ
い
ら
し
い
お
稚

児
さ
ん
た
ち
に
沿
道
か
ら
声
援
を
送
る
だ
け
だ

が
、
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
（
50
歳
代
）

◆
あ
ま
り
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
行

き
た
い
！
（
40
歳
代
）

１
面
で
、
先
月
行
わ
れ
た
市
内
の
伝
統

行
事
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
先
代
か
ら

受
け
継
が
れ
た
伝
統
を
地
域
の
皆
さ
ん
が
力
強

く
守
り
続
け
る
姿
か
ら
は
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛

情
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
住

む
ま
ち
の
歴
史
や
伝
統
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

【
好
き
な
季
節
と
そ
の
理
由
】

【
春
】
◆
新
し
い
こ
と
が
始
ま
る
予
感
に
わ
く

わ
く
す
る
か
ら
（
50
歳
代
）
◆
や
っ
と
暖
か
く

な
る
か
ら
（
40
歳
代
）
◆
馬
坂
川
の
桜
が
大
好

き
（
50
歳
代
）
【
夏
】
◆
初
夏
。
５
月
の
お
茶

摘
み
畑
（
70
歳
代
）
◆
花
粉
症
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
心
配
が
な
い
（
40
歳
代
）
【
秋
】
◆
猛

暑
か
ら
解
放
さ
れ
、
紅
葉
や
秋
の
味
覚
で
い
や

さ
れ
る
（
30
歳
代
）
◆
食
べ
物
（
果
物
）
が
お

い
し
い
（
60
歳
代
）
◆
暑
い
夏
を
乗
り
越
え
、

実
り
の
秋
に
な
っ
て
熟
す
る
よ
う
に
一
年
の
後

半
に
な
っ
て
何
事
に
も
充
実
感
を
感
じ
る
（
70

歳
代
）
【
冬
】
◆
雪
景
色
が
好
き
（
50
歳
代
）

◆
寒
い
け
ど
一
番
ま
っ
た
り
で
き
る
（
50
歳

代
）

朝
夕
は
ぐ
っ
と
肌
寒
く
な
り
、
秋
の
深

ま
り
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

好
き
な
季
節
に
秋
を
挙
げ
る
人
が
多
か
っ
た
で

す
。
２
面
で
は
、
昨
年
１
万
５
千
人
が
訪
れ
た

秋
の
実
り
を
実
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
「
産
業

祭
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
コ
ス
モ
ス
や
紅
葉
な
ど
の
景
色
を

楽
し
ん
だ
り
、
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
た
り
し

て
、
秋
の
ひ
と
と
き
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

出前講座
受付中

メリーと一緒にお茶を飲んで、カナダや台湾の文化を学ぼう！
詳しくはホームページで 問合せ先：市民参画課（☎64-1314）

はがきに次の質問の回答と郵便番号・住
所・氏名・年齢・日中連絡がつく電話番号
を書いて郵送してください。応募は広報紙
のほか、京田辺市ｅモニター（たなモニ）
でも受け付けています。
①「○」に入るクイズの答え
②興味を持った記事と感想
③あなたの今年を漢字１文字で・その理由
④今年の冬にしたいこと
正解者の中から抽選で 3名様に、京田辺

玉露のガトーショコラをプレゼントします。

個人情報は賞品の発送のみに使用しま
す。また、いただいた意見や感想は広報紙
などで紹介する場合があります。なお、ご
意見に対する個別回答はできませんのでご
了承ください。
当選発表は、賞品の発送をもって代えさ
せていただきます。
しめきり＝11月 15日㈮（当日消印有効）
応募・問合せ先＝秘書広報課（〒 610-
0393〈住所不要〉、☎ 64-1320）

先月号の答え：棚倉「孫」神社の瑞饋神輿　応募者数は、66人でした。

QRRP
ヒントは広報紙の中に !!
ESENT

uiz
クイズ

台湾の家庭料理は、野菜や鶏肉を豊富に
使った料理が多いのが特徴です。基本的に
あっさりした味付けで、素材のうま味やだし
の味を重んじています。しょうゆベースの料
理も多く、日本人の口にも合います。

◎三杯鶏（サンベイジー）
家庭料理として
なじみのメニュー
で、ほとんどの飲
食店でも取り扱っ
ています。名前の
由来は諸説ありま
すが、しょうゆ・酒・

ごま油の三杯の調味料を使うことが名前の
ルーツといわれています。お好みで砂糖・
ショウガ・ニンニク・赤唐辛子を加え、鶏
肉と一緒にグツグツと煮詰め、仕上げに台
湾バジル（九層塔）を加えると完成です。

◎蕃茄炒蛋（ファンチェチャオダン）
文字通りトマト（蕃茄）を卵（蛋）と一
緒に炒めただけのシンプルな料理で、簡単
に作ることができます。家庭だけでなく、
レストランや食堂でも日常的に食べられる
人気のメニューです。特に、子どもには大
人気で、くせがな
いため、あらゆる
世代の口に合いま
す。ご飯の上に乗
せて丼のようにし
て食べることもあ
ります。

◎鹹蛋苦瓜（シェンダンクーグア）
「ゴーヤ」といえば、日本では緑色のも
のが多いですが、台湾では、白色が一般的
です。そのゴーヤと、塩たまご（卵をまる
ごと塩水に漬けたもの）を一緒に炒めた
料理で、味付け
はほとんどしま
せん。塩たまご
のしょっぱさと
ゴーヤの苦みが
絶妙の一品です。

【読書週間】

未来へと 命をつなぐ ○８９

京田辺玉露の
ガトーショコラ

３名様

【音楽コンサート出演者】
11 月 22 日㈮…J-POP グループのクラウン
ズクラウンさん
11月 23日㈷…バイオリニストの中川祐希さ
ん・ものまねタレントのかいやまとさん

11 月 24 日㈰…ピアノ・サックス演奏者
「ティーモ」の竿下和美さん・中地聖子さん

観
光
協
会
は
、
大
御
堂
観
音
寺
で
紅
葉
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
国
宝
「
十
一
面
観
音
立

像
」
の
夜
間
特
別
拝
観
を
行
い
ま
す
。
本
堂

や
境
内
の
紅
葉
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
ほ

か
、
参
道
で
は
、
市
内
の
園
児
や
小
学
生
な

ど
が
作
っ
た
竹
灯
籠
が
足
元
を
優
し
く
灯
し

ま
す
。
家
族
や
友
人
と
一
緒
に
、
幻
想
的
な

秋
の
夜
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
＝
１１
月
２２
日
㈮
～
３０
日
㈯

点
灯
式
は
２２
日
㈮
午
後
５
時
か
ら
。

時
間
＝
午
後
５
時
～
８
時

場
所
＝
大
御
堂
観
音
寺

１１
月
２２
日
㈮
～
２４
日
㈰
の
３
日
間
の
み
、

三
山
木
駅
前
広
場
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
を
利

用
で
き
ま
す
。

内
容
＝
▼
本
堂
・
参
道
・
紅
葉
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
▼
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
・
模
擬
店
（
１１

月
２２
日
㈮
～
２４
日
㈰
の
み
）

入
場
料
＝
無
料

国
宝
「
十
一
面
観
音
立
像
」
の
拝
観
に
は

３
０
０
円
（
通
常
４
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先
＝
駅
ナ
カ
案
内
所
（
☎
６８
・

２
８
１
０
） 幻

想
的
な
秋
の
夜
を
楽
し
も
う

観
音
寺
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
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